我が国のキャッシュレス決済の動向（Reference Review 65-2 号の研究動向・全分野から, リファレンス・レビュー研究動向編（2019 年7 月〜2020 年5 月）） by 秋吉 史夫 & Fumio Akiyoshi
我が国のキャッシュレス決済の動向（Reference
Review 65-2 号の研究動向・全分野から, リファレ

















































































































人口の約 60％にあたる 597万人が Swishを利用し
ているとのことである。
現在、我が国の銀行が主導するスマートフォン
を使ったキャッシュレス決済サービス（個人間送
金サービス、店舗決済サービス）としては、み
ずほフィナンシャルグループが提供する「J-Coin 
Pay」、三菱 UFGフィナンシャルグループが開発
をすすめている「coin (MUFGコインから改称 )」、
横浜銀行といった有力地銀が参加する「銀行 Pay」
などがある。しかし、互換性がないために利用は
各サービスの会員に限られ、Swishのように多く
の人々が利用できる状況になっていない。一方、
IT系企業が提供するキャッシュレス決済サービ
スの方は、ソフトバンク・ヤフーの「PayPay」と
LINEの「Line Pay」が統合する動きを見せている。
このような銀行と IT系企業のダイナミズムの違
いは、今後我が国の決済のキャッシュレス化が IT
系企業主導によって進む可能性を高めているとい
えよう。矢作大祐「キャッシュレス：IT系攻勢で
銀行『土管化』も」（『エコノミスト』97巻 20号）
は、IT系企業によるモバイル決済サービスの普及
により、銀行が顧客接点を失う可能性を指摘して
いる。このような事態を避けるためにも、銀行業
界のいっそうの協調が必要ではないだろうか。
【ReferenceReview65-3 号の研究動向・全分野から】
就職と就労の経済学
国際学部教授 宮田 由紀夫
学生諸君に関心のある就職・就労の経済学の分
析を紹介したい。まず、「見直せ学歴分断社会」
（『日経ビジネス』2019年 2003号）によれば、わ
が国では（短大・高等専門学校も含めた）「大卒者」
が 25-29歳の 54％を占め、「非大卒者」と拮抗し
ているが、両者の人生モデルは異なっている。非
大卒者はブルーカラー・農業が 64.3％を占め地元
就職が 8割を占め生涯所得は大卒者より 5500万
円低い。非大卒者は非大卒者と結婚し子供も非大
卒者になる可能性が高い。ここまでみると、大卒
者が良いようだが、彼らは地元を離れ都市部の大
学に進学しそのまま都市部で就職するので、生活
費・教育費がかかり 5500万円の所得差が相殺さ
れ生活の質は必ずしもよくない。非大卒者を積極
